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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、T細胞受容体/CD3複合体（TCR/CD3複合体）の一部であり、T細胞の発生とシグナル伝達に関与しています。コードされる膜タンパク質はCD3複合体のデルタサブユニットを構成し、他の4つのCD3サブユニットとともに、TCRα/βまたはTCRγ/δに結合してT細胞表面でTCR/CD3複合体を形成します。この遺伝子の欠陥は、常染色体劣性T細胞陰性/B細胞陽性/NK細胞陽性の重症複合免疫不全症（SCIDBNK）の原因となります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。他のバリアントも存在する可能性がありますが、それらの転写産物の全長は未だ解明されていません。[RefSeq提供、2009年2月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	HL-60（1）およびU937（2）細胞溶解物に対するCD3DマウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	CD3D マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD3D マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。

